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西
洋
で
は
古
代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
人
体
解
剖

は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
十
四
世
紀
に
実
施
さ

れ
は
じ
め
、

L
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
十
五
世
紀

の
末
期
か
ら
人
体
の
解
剖
図
面
を
作
成
し
て
い

る
し
、
十
六
世
紀
に
は
医
師
の

A
・
ヴ

ェ
サ
リ

ウ
ス
が
人
体
の
精
密
な
解
剖
図
面
を
発
表
し
て

い
る
。
日
本
で
も
人
体
解
剖
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
が
、
幕
府
の
医
官
の
山
脇
東
洋
が
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）

年
に
京
都
で
罪
人
を
解
剖
し
て

図
面
を
記
録
し
て
い
る
が
稚
拙
な
表
現
で
あ
っ

こ。t
 しか
し
、

一
七
二

二
年
に
ド
イ
ツ
で
出
版
さ

れ
た

J
.
A
・
ク
ル
ム
ス
の

『タ
ー
ヘ
ル

・
ア

ナ
ト
ミ
ア
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
日
本
に
輸
入

さ
れ
、
そ
の
人
体
解
剖
図
面
が
実
物
そ
っ
く
り

で
あ
る
こ
と
に
駕
嘆
し
た
杉
田
玄
白
、
中
川
淳

人
体
解
剖

鎖
国
を
実
施
し
て
い
た
江
戸
時
代
に
は
海
外

の
最
新
情
報
の
大
半
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン

ダ
な
ど

一
部
の
国
々
を
経
由
し
て
伝
播
し
て
お

り
、
世
界
の
広
範
な
情
報
は
流
入
し
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
趨
勢
と
は
異
質
の

内
容
で
あ
っ
た
も
の
の
商
度
な
水
準
の
科
学
や

技
術
が
発
達
し
、
日
本
は
独
自
の
文
化
を
形
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
年
に
あ
た
り
鎖
国
時

代
の
日
本
が
実
現
し
た
世
界
に
自
慢
で
き
る
科

学
や
技
術
を
紹
介
し
た
い
。

ほ
し
ゅ
う

庵
、
前
野
良
沢
、
桂
川
甫
周
は

三
年
を
か
け

て
漢
文
に
翻
訳
し
た
「
解
憫
新
書
』
を
安
永
三

（一

七
七
四
）
年
に
発
行
し
た
（
図
1
)
。
こ
の

影
響
で
日
本
で
も
次
々
と
死
体
の
解
剖
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

書
物
と
と
も
に
人
体
の
模
型
も
西
洋
か
ら
伝

来
し
た
。
『解
髄
新
書
』
の
翻
訳
を
し
た

一
人

の
桂
川
甫
周
は
幕
府
の
医
師
で
あ
り
、
寛
政
六

（
一
七
九
四
）
年
に
江
戸
に
参
府
し
た
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
か
ら
蝋
製
の
人
間
の
頭
部
の
模
型
を

贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
参
考
に
製
作
し
た

木
製
の
「
木
造
人
頭
模
型
」
は
現
在
ま
で
保
存

さ
れ
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
は
中
国
か
ら
伝
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槻
巧
人
形

来
し
た
「
中
医
」
の
時
代
か
ら
「
蘭
医
」

代
に
転
換
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

図2茶運び人形
の
時

自
動
装
圏
は
古
代
か
ら
存
在
す
る
。
二
0
0

0
年
前
に
ロ
ー
マ
の
植
民
都
市
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
で
活
躍
し
た
学
者
ヘ
ロ

ン
は
三
角
形
の
三

辺
の
長
さ
か
ら
面
積
を
計
算
す
る
「
ヘ
ロ
ン
の

公
式
」
で
名
高
い
が
、
自
動
で
開
閉
す
る
ド
ア

を
開
発
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
＋

八
世
紀
に
は
ス
イ
ス
の
時
計
職
人
が
文
字
を
自

動
で
筆
記
す
る
歯
車
仕
掛
の
人
形
や
オ
ル
ガ
ン

を
自
動
演
奏
す
る
人
形
な
ど
も
製
作
し
て
話
題

に
な

っ
て
い
る
。

日
本
で
も
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
に
自
動

で
作
動
す
る
様
々
な
「
機
巧
人
形
」
を
紹
介
し

た

『機
巧
図
彙
』
と
い
う
書
物
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。
一

例
は
ゼ
ン
マ
イ
と
歯
車
で
作
動
す
る

小
型
人
形
の
両
手
に
湯
呑
茶
碗
を
置
く
と
、
客

人
の
手
前
ま
で
移
動
し
て
緑
茶
を
提
供
す
る

「茶
運
び
人
形
」
（図
2
)
で
あ
る
。
飲
み
終
え

た
客
人
が
湯
呑
茶
碗
を
人
形
に
戻
す
と
、
自
動

で
方
向
転
換
し
て
、
最
初
の
位
置
に
帰
る
と
い

う
巧
妙
な
仕
掛
け
で
あ
る
。

よ
り
高
度
な
行
動
を
す
る
機
巧
人
形
も
開
発

さ
れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
に
開
発
さ
れ
た
「
段

返
り
人
形
」
は
l

＿
一
段
に
な

っ
た
木
箱
の
上
段
で

逆
立
ち
し
、
自
分
で
回
転
し
な
が
ら

一
段
ず
つ

下
方
に
移
動
し
て
く
る
。
複
雑
な
歯
車
や
バ
ネ

な
ど
は
使
用
せ
ず
、
人
形
の
体
内
に
封
入
し
た

水
銀
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
重
心
が
変
化

し
て
回
転
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
現
在
で
は
複

雑
な
技
術
を
駆
使
す
る
よ
う
な
動
作
を
簡
単
な

工
夫
で
実
現
し
て
い
て
感
心
す
る
。

江
戸
時
代
前
半
ま
で
日
本
に
は
現
在
の
基
準

で
正
確
な
地
図
は
な
く
、
様
々
な
地
点
の
関
係

を
表
示
す
る
筋
単
な
絵
図
し
か
作
成
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
全
国
の
正
確

日
本
地
図

な
地
図
の
作
成
に
挑
戦
し
た
の
が
伊
能
忠
敬

（図
3
)
で
あ
る
。
下
総
国
佐
原
村
の
商
家
に

十
七
歳
で
婿
入
り
し
た
忠
敬
は
名
主
と
な

っ
て

佐
原
の
発
展
に
貢
献
す
る
が
、
五
十
歳
に
な
っ

た
寛
政
七
（

一
七
九
五
）
年
に
隠
居
し
、
江
戸

よ
し
と
き

で
天
文
学
者
高
橋
至
時
の
弟
子
と
な
る
。

至
時
は
正
確
な
地
図
の
作
成
の
た
め
に
は
緯

度
一
度
の
距
離
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
必

要
と
し
、
江
戸
か
ら
蝦
夷
ま
で
の
距
離
を
測
定

す
る
こ
と
を
幕
府
に
上
申
、
忠
敬
が
実
施
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
忠
敬
は
距
離
の
測
定
だ
け
で

は
な
く
、
途
中
の
正
確
な
地
図
の
作
成
も
目
指

し
、
五
十
五
歳
に
な

っ
た
寛
政
―
二

（
一
八
〇 図3伊能忠敬 (1745-1818)
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過

雪
片
が
正
六
角
形
を
し
て
い
る
こ
と
は
古
代

か
ら
判
明
し
て
お
り
、
十
七
世
紀
に
は
J

・
ケ

プ
ラ
ー
や

R
・
デ
カ
ル
ト
が
形
状
を
記
録
し
て

い
る
し
、
R
．
フ
ッ
ク
は
顕
微
鏡
で
観
察
し
て

結
晶
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
日
本
で
も
十
八

世
紀
末
に
は
多
オ
な
能
力
の
あ
っ
た
司
馬
江
漢

が
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
結
晶
の
形
状
を
記
録
し

て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
後
期
の
一
八
三

0
年
代
に
、
二
人
の
人
物
が
当
時
と
し
て
は
詳

細
な
結
晶
の
記
録
を
発
表
し
た
。

一
人
は
下
総
古
河
藩
主
で
天
保
時
代
の
一
八

四
0
年
代
に
老
中
首
座
と
い
う
幕
府
の
最
高
の

雪
華
図
説
／
北
越
雪
評

0
)
年
四
月
に
江
戸
を
出
発
、
十
月
ま
で
か
け

て
測
量
し
、
作
成
し
た
地
図
を
十
二
月
に
幕
府

に
提
出
し
た
。

こ
の
地
図
は
幕
府
に
評
価
さ
れ
、
忠
敬
は
文

化

―
-＿-

（
一八

一
六
）
年
ま
で

一
0
回
の
測
呈

で
、
日
本
全
体
を
対
象
に
し
た

二
0
0
枚
以
上

ょ

ち

の
地
図
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図

（伊
能
図
）
＇
l

を
作
成
し
た
。
幕
末
に
な
り
、
独
自
に
日
本
沿

岸
を
測
量
し
よ
う
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
幕

府
が
「
伊
能
図
」
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

正
確
さ
に
照
嘆
し
、
独
自
の
測
呈
を
し
な
か

っ

た
と
い
う
逸
話
が
流
布
し
て
い
る
ほ
ど
倍
秀
な

地
図
で
あ

っ
た
。

＊ 
心吼N

図4『北越雪詣』 (1837)

と
し
つ
ら

役
職
に
任
命
さ
れ
た
土
井
利
位
で
あ
る
。
蘭
学

に
精
通
し
て
い
た
家
老
の
鷹
見
泉
石
の
協
力
に

よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
顕
微
鏡
で
雪

片
を
観
察
し
、
一
九
五
種
の
結
晶
の
形
状
を

「雪
華
図
説
』
(
-
八
ー
―
―
―
-
)
「続
雪
華
図
説
』（

一

八
四

0
)
と
し
て
発
表
し
た
。
日
本
最
初
の
雪

に
つ
い
て
の
科
学
書
で
あ
る
。

「
雪
華
図
説
』
の
発
刊
か
ら
五
年
後
の
天
保

八

(
-
八

三
七
）
年
に
江
戸
で

「北
越
雪
譜
』

と
い
う
書
物
が
発
行
さ
れ
た
。
著
者
は
高
崎
と

新
潟
を
連
絡
す
る
三
国
街
道
の
塩
沢
宿
の
豪
商

ぼ
く

し

鈴
木
牧
之
で
、
全
体
は
雪
国
の
生
活
を
紹
介
し

江
戸
時
代
に
は
江
戸
だ
け
で
は
な
く
、
平
和

な
時
代
を
反
映
し
、
全
国
各
地
で
武
士
も
町
民

も
園
芸
に
熱
中
し
て
い
た
。
栽
培
す
る
人
気
の

草
花
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
十
七
世
紀
中

期
の
寛
永
年
間
は
ツ
バ
キ
、
十
七
世
紀
後
半
の

寛
文
か
ら
元
禄
年
間
は
ッ
ツ
ジ
、
十
八
世
紀
末

期
の
寛
政
年
間
は
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
、
文
化
か
ら

嘉
永
年
間
の
十
九
世
紀
前
半
は

ア
サ
ガ
オ
と
移

行
し
て
き
た
が
、
最
大
の
流
行
は
江
戸
末
期
の

ア
サ
ガ
オ
で
あ
る
。

ア
サ
ガ
オ
は
早
朝
に
開
花
し
昼
前
に
は
萎
れ

て
し
ま
う
と
い
う
懐
い
性
質
が
当
時
の
人
々
の

気
分
に
合
致
し
、
さ
ら
に
突
然
変
異
に
よ
っ
て

奇
妙
な
変
化
ア
サ
ガ
オ
が
次
々
に
発
生
す
る
と

い
う
特
徴
に
よ
り
、
庶
民
が
競
争
で
変
種
を
誕

生
さ
せ
た
。

一
部
の
珍
種
は

一
鉢
が
数
十
両
で

売
買
さ
れ
る
ほ
ど
流
行
が
熱
し
、
そ
れ
ら
を

絵
入
り
で
紹
介
す
る
冊
子
も
数
多
く
発
刊
さ
れ

（図
5
)、
変
化
ア
サ
ガ
オ
の
番
付
表
ま
で
発
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
サ
ガ
オ

た
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
の
部
分
に
「
雪

の
形
」
と
い
う
図
版
が
あ
り
、
三

0
以
上
の
結

晶
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
図
4
)
。
江
戸
の
人

問
に
は
馴
染
み
の
な
い
雪
国
の
生
活
を
紹
介
し

た
た
め
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

-16 -



し
か
し
江
戸
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、
機
巧

萬
年
時
計

こ
こ
か
ら
日
本
と
西
洋
の
相
違
が
顆
著
に
な

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

G
.
J
・
メ
ン
デ
ル
は

十
九
世
紀
中
頃
、
エ
ン
ド
ウ

マ
メ
を
何
代
も
栽

培
し
て
世
代
ご
と
に
特
徴
が
継
承
さ
れ
る
状
態

か
ら
遺
伝
の
法
則
を
発
見
し
た
が
、
ほ
ぼ
同
一

の
時
期
に
、
日
本
で
は
奇
妙
な
花
丼
が
発
生
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
交
配
を
繰
返
し
た
だ
け
で

あ
っ
た
。
こ
の
特
徴
は
仕
事
に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ

ト
で
は
な
く
、
遊
戯
と
し
て
機
巧
人
形
の
製
作

に
熱
中
し
た
こ
と
と
も
共
通
す
る
。

＇ 

冷
甚
令
！
ごぷ
兄

禎
匂
、、祐出
培＊

針
＋
箕
:
11

図5変化アサガオ

図6萬年自嗚鐘（蔀年時計） (1851) 

人
形
の
技
術
を
実
用
に
役
立
て
る
機
械
が
登
場

し
て
く
る
。
そ
の
代
表
が
「
萬
年
自
鳴
鍾

（萬

年
時
計
）」

と
い
う
精
巧
な
機
械
時
計
で
あ
る

（図
6
)。
製
作
し
た
の
は
寛
政
―

-

（
一
七
九

ペ
っ
こ
う

九
）
年
に
筑
後
国
久
留
米
の
難
甲
細
工
職
人
の

0
さ
し

If

家
庭
に
誕
生
し
た
田
中
久
重
で
、
機
巧
人
形
が

つ
が

弓
に
矢
を
番
え
て
発
射
す
る
「
弓
曳
童
子
」
を

製
作
し
て
い
る
が
、
幕
末
の
嘉
永
四
(
-
八
五

ー
）
年
に
精
巧
な
萬
年
時
計
を
製
作
し
た
。

こ
の
高
さ
六

0
セ
ン
チ
、
重
さ
三
八
キ
ロ
の

六
角
の
形
状
の
機
械
は
芸
術
作
品
の
よ
う
な
華

麗
な
仕
上
げ
で
あ
る
以
上
に
、
大
変
に
複
雑
な

能
力
を
内
蔵
し
て
い
る
。
六
角
の
各
面
は
一
日

を
二
十
四
時
間
で
表
示
す
る
洋
式
の
時
計
で
、

そ
れ
以
外
に
季
節
に
よ
っ
て
時
問
間
隔
が
相
違

す
る
和
式
の
時
計
、
さ
ら
に

二
十
四
節
気
、
七

曜
、
＋
干
十
二
支
、
月
齢
を
表
示
す
る
よ
う
に

も
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
歯
車
で
計
算
し
て

表
示
す
る
複
雑
な
装
置
で
あ
る
。

さ
ら
に
頂
上
の
ガ
ラ
ス
の
半
球
部
分
は
日
本

地
図
の
上
部
を
太
陽
と
月
が
周
回
す
る
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
両
方
と
も
季
節
と

と
も
に
変
化
す
る
軌
道
を
移
動
す
る
仕
掛
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
複
雑
な
機
械
を
製
作
し
た
久

重
は
優
秀
な
技
術
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
明

治
八

(
-
八
七
五
）
年
に
は
電
信
機
を
製
作
す

る
田
中
製
造
所
（
現
在
の
東
芝
の

一
部
の
前

身
）
を
創
業
し
て
お
り
、
事
業
家
と
し
て
も

一

流
で
あ
っ
た
。

i

一五

0
年
以
上
も
継
続
し
た
徳
川
幕
府
の
鎖

国
政
策
は
長
崎
の
出
島
と
い
う
一
点
か
ら
少
数

の
国
々
の
情
報
が
流
入
し
て
く
る
だ
け
で
あ
っ

た
た
め
、
世
界
の
潮
流
に
出
遅
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
一
方
、
独
自
の
科
学
や
技
術
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
伊
能
忠
敬
や

土
井
利
位
の
事
例
の
よ
う
に
、
当
時
の
先
端
で

あ
っ
た
西
洋
の
科
学
や
技
術
に
十
分
に
対
抗
で

き
る
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
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